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2022 年３月期通期業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

2021年 11月 12日に公表しました 2022年３月期（2021年４月１日～2022年３月 31日）の通期業績予

想数値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年３月期通期業績予想数値と実績値との差異（2021年４月１日～2022 年３月 31日） 
 

   売上収益 
EBITDA 

※1 
営業利益 

税引前 

利益 
当期利益 

親会社の 

所有者に 

帰属する 

当期利益 

基本的 

１株当たり 

当期利益 

前回発表予想

（Ａ） 

百万円 

7,000 

～7,500 

百万円 

700 

～900 

百万円 

550 

～700 

百万円 

550 

～700 

百万円 

400 

～500 

百万円 

400 

～500 

円 銭 

35.70 

～44.62 

今回発表実績

（Ｂ） 

百万円 

6,994 

百万円 

810 

百万円 

599 

百万円 

564 

百万円 

365 

百万円 

332 

円 銭 

29.03 

増減額（Ｂ－Ａ） 
△505 

～△5 

△89 

～110 

△100 

～49 

△135 

～14 

△134 

～△34 

△167 

～△67 
 

増減率（％） 
△6.7 

～△0.1 

△10.0 

～15.8 

△14.3 

～9.0 

△19.3 

～2.7 

△26.9 

～△8.7 

△33.5 

～△16.9 
 

（参考）前期実績 

（2021年３月期） 

※2 

4,704 188 △66 △62 △52 △52 △4.70 

※1 EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額＋株式報酬費用 

※2 日本基準で作成した数値を記載しております。 

   

２．差異の理由 

就職領域において、就職活動生の 70%以上を獲得している会員基盤によって、売上収益、利益とも

に順調に推移したこと、新規領域として展開したエネルギー領域において第４四半期から連結子会社

となった株式会社 INE が資源価格高騰等の影響も一定程度ありながら業績寄与したこともあり、売上

収益についてはレンジ予想を若干下回りましたが、ほぼ計画水準となっており、EBITDA、営業利益、

税引前利益はレンジ予想内の着地となりました。 

一方、当期利益、親会社の所有者に帰属する当期利益につきましては、株式会社 INE の当社保有比

率が 51%であり、49%の当社保有分でない非支配株主に帰属する当期純利益の控除によりレンジ予想を

下回る結果となりました。 

なお、前期実績を IFRS 基準で作成した比較で、2022 年３月期実績としては、売上収益前年同期比

49.2%増、EBITDA前年同期比 178.8%増、営業利益前年同期比 465.0%増、当期利益前年同期比 127.8%増

と大幅な増収増益となりました。 

以上 


